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南部文学におけるゴシック小説
- Faulknerの場合-

ra　"　久　男

め士い

わが国にも『城と舷牽-ゴシックを読む』とか、 Fアメリカ短詩小説の研
1)

究-ニュー・ゴシックの系譜』等のすぐれた研究書があるが、そうした本の

論者たちの例にならって、私もまずスウェーデソのJane Lundblad女史が

Nathaniel Hawthorne and European Literary Traditionという著書において、

やや楼械的ではあるが、要頚よくまとめているゴシック小説の属性を確認して

おきたい。というのは、それらの属性は、伝統的ないわゆるゴシック的色彩を

帯びた小説の公約数を、実に的確に抽出しているからである。つまり、 (l)The

Manuscript (2)The Castle (3)The Crime (4)Religion (5)Italians (6)Deformity

(7)Ghosts (8)Magic (9)Nature O(^Armoured Knights etc的Works of Art
2)

色3Bloodという12項目である。これらの属性は、アメリカ最初の小説家と言われる

Charles Brockden Brownの耶eland, or the Tramformation (1798) 、 Edgar

Allan Poeの代表的短篇"The Fall of the House of Usher" (1839) 、

Nathaniel Hawthorneの長篇小説The Marble Faun (1860) 、 Henry

Jamesの中篇The Turn of the Screw (1898)といった作品に、程度の差はあっ

ても明確に見て取れるゴシック小説の道具立てである。それらはまた、 20世紀

の作家であるWilliam Faulknerの代表作Absalom, Absalom! (1936)とか、

Truman Capoteの処女作Other Voices, Other Rooms (1948)などにも、幾

分は変形されてはいるものの、ゴシック的属性として引き継がれているもので

ある。ということは、例えば、 HawthorneとCapoteはほぼ100年近い隔り

があるにもかかわらず、彼らの小説が頼りとするゴシック的属性に関しては、

本質的に違いがないということになる。

更に興味あることを言えば、属性という外面的なものだけでなく、もっと内
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面的なもの、つまり心というものについての認識の仕方においても、この二人

の作家はよく似ている.例えばHawthorneの短詰"The Haunted Mind"

(1835)の中に、 `In the depth of every heart, there is a tomb and a

dungeon, though the lights, the music, and revelry above may cause

us to forget their existence, and the buried ones, or prisoners whom
3

they hide.という一節がある。一方Other Voices, Other Roomsの題辞に

は、 `The heart is deceitful above all things, and desperately wicked.

Who can know it?という「エレミア記」第17章第9節の言葉が置かれて

いる。これら両作家からの引用文は、人間の心というものの不確かさ、・捉え難

さ、即ち、心にも表と裏の表情があり、その裏の複雑徴妙な表情をもしっかり

読み取らない場合には、人間は容易に表だけの表情にまどわされ、たぶらかさ

れてしまうことの可能性、危険を教えている。

このような心についての認識のあり様が、決して二人の作家だけに見られる

偶然的な頬似でないことは、 Poe　の"William Wilson　(1839)とか

FaulknerのAs I Lay Dying (1930)が、そうした認識の変奏と解釈できる

ことからも明らかであろう。こうしたことから言えることは、 Sigmund
4)

Freudが「無意識-の王道」と呼ぶ、極めて独創的な夢判断の方法と理論を

叙述したThe Interpretation of Dreamsを著した1900年を境にした両世紀に

おいても、作家たちが夢とか無意識などの心の働きを、同じように意識してい

たということである。その意味では、先述の元田情-氏の著書は価値ある研究

と言えるだろう。というのは同氏は、 「ゴシック・ロマソスの要素を寓話的象

教として用いることにより、あるいは、それを主人公の心理の象徴ないし心理

の客観的相関物に変質させることによって、抽象的観念の具象化や、こころの
5)

深奥に汚む心的内容の表明に成功した作品」という観点から、 Hawthorne

の　Young Goodman Brown　(1835)からOther lVoices, Other Roomsま

での主要な作品を技密に分析しているからである　Leslie Fiedler　も"The

final horrors, as modern society has come to realize, are neither gods
6)

nor demons, but intimate aspects of our own minds."と言うように、
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文明が急速に進んだ現代社会においては、最後の恐怖の場所は、我々がよく知っ

ているはずだと思い込んでいる心であると考えるのも、ある意味では間違いで

はないだろう。
7)

しかし、アメリカのゴシック小説には、 「心理的象徴の作品」という枠組だ

けに限定しては、十分すくい上げられない要素があるように思われる。しかも

それがFaulknerのように20世紀の作家で、南部の作家ということになると、

彼は今世紀の10年代から20年代にかけて華々しく開花したモダニズムの洗礼を

受けているだけでなく、南部という強烈で特異な匂いをも発散しているはずで

ある。しかしLouis Grossの最新の書Redefimng the American Gothicでは、

Tennessee Williams, Capote, Carson McCullers, William Ingeなどの南
8)

部作家たちは、 'gay Gothicists　という観点から名前は挙げられてはいる

が、分析の対象にはなっていない.ましてそういう観点からはずれている

Faulknerは、考察されていない。

しかし20世紀アメリカ文学におけるゴシック小説の宝庫は、紛れもなく南部

文学にあるように思われるし、その中心的存在は、言うまでもなく　Faulkner

である。そこで本稿では、彼の作品におけるゴシック的特質を、他の南部作家

たちのそれと比較対照しながら究明してみたい。

Elizabeth KerrのIWilliam Faulkner's Gothic Domainという研究書は、ゴ

シック文学という単一の観点に絞って、彼の主要な各作品を章立てで丹念に分

析したもので、 "From Otranto to Yoknapatawpha: Faulkners Gothic

Heritage　と題したその第一章は、伝統的なゴシック小説の特質を歴史的な文

脈に沿って詳述し、 Faulknerが先達から受け継いだゴシック的遺産を、やや
9)

散漫ではあるが克明に説いている。しかし、そのような通産を20世紀作家の彼

が、どのような形で生かしているかという、遺産を超えたところでの彼の営み

については、必ずしも考察の対象になっているわけではない。従って我々は、
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彼が伝統的な枠組、つまり、 Theodore Dreiserたちの自然主義文学とか、

Sinclair Lewisたちの写実主義文学からはみ出して、それらをもっと活性化

するた桝こ行なった革新的な仕事ぶりを、しっかり見ておかなくてはならない

****

Faulknerが1910年代の終わりから20年代の中頃にかけての習作時代に、イ

ギリスのAlgernon Charles Swinburneの詩とか、 Oscar Wildeの戯曲で

Aubrey Beardsleyの挿絵のついたSalome (1893)などを通して、ヨーロッ

パの世紀末芸術に親しんだことはよく知られた事実である。西ドイツの

Faulkner研究の第一人者であるLothar Honnighausenのすく・れた最近の

研究が検証しているように、 Faulknerが世紀末芸術に関心を寄せたのは、た

だ単にティレッタソト風の技薄なものではなくて、彼の内面の要請に見合う様

式を探ろうとする真剣な試みの一つだった。つまり、南部社会は再建後期の段

階にあって、イギリスの後期浪漫主義の回願的、理想主義的な憂愁を受け入れ

やすい精神状態にあり、作者自身も第一次大戦直後のいわゆる「失われた世代」
10)

の`the feeling of `malaise'に親近感を覚えていた.しかも、かつての恋

人Estelle OldhamがCornell Franklinと結婚したことによる傷心が、彼

の英国空軍入隊の主な動接だったということであれば、'彼が世紀末芸術の中に、

自己と周圀の世界の心情を表現するのに適した文学的雰囲気と表現形式を兄い

だしたとしても、決して不思議ではないだろうoというのは、 HOnnighausen

が説いているように、 「世紀末」 (fin de si色cle)とは、ラファエロ前沢、象

教主義、アール・ヌーヴォ-、モダニズム等と同じく、後期浪漫主義運動に含
11)

まれる一つの革新的な芸術の動きであり、その精神は「道徳上・芸術上の一切
12)

の伝坑を瑳壊して官能を解放し、その上に新たな美的秩序をうち立て」ること

を目指そうとするものだったからである。またFaulknerがフラソスの

Charles BaudelaireとかStephane Mallarmeを通して感染した象徴主義の

杭神は、 「自然主芸、写実主義、高詩派(Parnassians)などの客観主義の反

動として・・-‥表象を超えたところに実在をみとめ、主観的情調を象教化し
L))

て表現する」というものであった。
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一方、 1920年代初頭のT. S. EliotとかJames Joyceなどを代表とする

モダニズム文学の特徴は、 「文学作品は言語で築きあげるものという極めて意
1▲)

識的技巧的な」観点から、作品を自立した芸術の単一体として様式化(stylization)

しようとする厳しい姿勢を貫いているところにある。こうしてみると、一方に

は、伝統的な自然主義と写実主義の乾びた現実再現の手法を超脱し、可視的な

世界をその一部とするもっと広く深い現実の中で、人間存在の本質を見つめ直

そうとする革新的浪漫的心情があり、もう一方には、この心情を形象化するだ

けの斬新的な手法を生み出そうとする、モダニズム文学の洗礼を受けたラディ

カルな主知的な姿勢とがあって、この二つがFaulknerの中で豊かに合体し
15

開花したというふうに考えていいだろう。

以上、 Faulknerが作家として出発する際に接近し、あるいは影響を受けた

文学的雰囲気とか状況を簡単に眺めてみたが、彼はそうした状況から学び取っ

た成果を積極的に創作に生かして行った。その代表的な作品が　Absalom,

Absalom!で、これからこの作品を中心に、彼が南部的な素材を使って、どの

ようにゴシック的な世界を創造したのかを考察してみることにする。

この作品は、 The Sound and the Fury (1929)とかLight in August (1932)

等の作品で南部の暗い悲劇的な現実を主として描いてきたFaulknerが、平

穏に秩序を保っているように見える南部社会を霧のようにぼんやりと包んでい

る呪いの源泉を、誠実に探求し認識しておこうとしたものである。言い換える

と、南部白人の意識の裏側に漠然とではあるがこびりついていて、ごくわずか

な刺激にも反応して表面に顔をのぞかせようとする恐怖とか不安の正体を、ひ

るむことなく追究し直祝し、過去と現在との持続の確認をしておこうとした作

品である。作者はヴァージニア大学でのクラス会談でも"The curse is

slavery.…サ16)と言っているように、南部社会の喝犀とも言える黒人奴隷制度

を呪いの出所と見ていたようであるが、その制度がまき散らした数限りない悪

を
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を、南部白人としての彼は悪夢的な人間悪だと見ていたに違いない。第二次大

戦後、 Faulknerの影響を受けて文壇に登場してきた南部ヴァージニア州出身

のWilliam Styron　は、ゴシック的な特質を有している　Sophies Choice

(1979)を書いたとき、アウシュヴィッツの強制収容所と南部の奴隷制度を最
17)

大の人間悪だと考えた。そして、時間的にも空間的にも大きく隔たったその二

つの制度が、アウシュヴィッツを生きのぴたSophie　と、南部の奴隷所有者

の末苗である語り手のStingoとの交わりの中で、呼応し合うように物語を

展開している。同じようにFaulknerもGo Down, Moses (1942)において、

奴隷制度にまつわる祖父たちのすさまじい悪とその拭い難い余波を、それに対

する南部良心派のIsaac McCaslinの反応というふるいを通して決り出して

いる。そうした悪の実相を見つめ直すことは、恐怖に満ちた精神の苦痛を伴う

作業であるが、 Absalom, Absalom!において作者は、その作業をQuentin

Compsonという若者を通して行なった。その際に彼は`emotional intensity

を高めるために推理小説の形式を借り、読者をサ.スペソスの状態に置いて物語

の進行に引きずり込みながら、ゴシック的な魂の恐怖の物語に仕立て上げて行っ

た。

Herman Melville　のPierre; or, The Ambiguities (1852)の主人公

Pierre Glendinningという青年が、エデソの園のようなSaddle Meadows

の世界から、腹違いの姉Isabelの出現によって悪夢的な世界に投げ出されて

行くように、内省的なQuentinは、 Miss Rosa Coldfieldという老嬢の話の

聞き役に抜てきされることによって、無垢な自己の小宇宙から、二度と心の平

穏を取り戻すことのできない暗い悲劇的な世界へと突き落とされて行く。この

移行は、それまで慣れ親しんでいた日常的な世界が突然に異化作用をこうむっ

て、それまでとは全く異質な相貌を見せ始めることによって引き起こされる恐

怖、不気味さという、ゴシック小説がまず基本的にねらう現象である。この突

然の移行は、例えは、 Otlier Voices, Other RoomsのJoel少年が父を捜しに~

Skully's Landingに到着した夜に、竪穴から地下の回廊-とどんどん下降し
18)

て行く夢を見ることによって、象致的に表わされている。同じような移行は、
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OConnorの作品の中で最もゴシック的特徴がよく出ている長別、説.The

Violent Bear lt Away (1960)では、 Tarwater少年が大伯父のTarwater老

人の死の直後から、悪魔のささやきのような内なる声を聞き始めることによっ
19)

て示されている。 Quentin青年の場合には、彼が43年間久遠の黒衣に身を包

んだRosaの薄暗い風通しの悪い部星で、彼女からThomas Sutpenの物語

を聞き始めたとをに、聴力が薄れて行くような感じになり、現実に眼の前にい

る亡霊のよ′ぅなRosaに耳を傾けている自分と、. "still too young to

deserve yet to be a ghost, but nevertheless having to be one for all

that, since he was born and bred in the deep South the same as she
20)

was　である自分との二人のQuentinに耳を懐けているような幻覚に襲われ

るところに描き出されている。南部人であることが呪われた宿命的な存在であ

ることを暗示する、緊迫した息づまるような書き出しによって、この作品のゴ

シック的情調は決定されている。

Quentinの運命が突然大きく狂わされるような精神的な境遇の変化の他に、

Absalom, Absalom!は次のようなゴシック小説としての調度品を持っている。

即ち、 Sutpen一族に絡まる殺人あるいは流血事件、異母兄Charles Bonを

射殺したSutpenの息子Henryを典型とする、亡霊あるいは生ける属のよ

うな存在、 Rosaがオフィスと呼んでいる43年間もプライソドが閉じたままの

部屋とか、 Sutpenの娘で黒人女性のClytieとHenryがひっそりと暮らし

ている荒廃したSutpen屋敷、 Henryと妹Judithとの問にほのめかされて

いる近親相姦的な関係といった愛の倒錯現象などである。これらの事項は、先

に紹介したLundblad女史が伝統的なゴシック小説の属性として挙げていた

ものと、かなり重なり合うものである。

しかし同時に、この作品はモダニズム文学に貢献する、紛れもなく20世紀小

説の性格をも有している.その一つは複数の人物による語り、あるいは多角視

点(複合視点)による物語の構築という方法である。 4人の語り手-南北戦

争から帰還した義理の兄のSutpenに、試しに肉体関係を結び、男の子が生・

まれたら結婚しようという屈辱的な求婚をされて(p. 177)、それ以後43年間黒

1

日

が

隻

逮

る

忠

見J

い

よ

Hit

の三

こc

B

い〃



南部文学におけるゴシック小説(田中) -133-

衣に身を包み、 1909年という小説の現在時点でなお彼のことを"demon (p.

9)と呼んでいるRosa, The Sound and the Fury (1929)から読者にはおなじ

みの虚無的で運命論者のCompson氏、その息子のQuentin、彼とバーヴァ-

ド大学での寮友でカナダ人のShreve　　たちが、それぞれの環境と出自に

色づけられた視点から、歴史に埋れかけたSutpen一族の興亡の物語を再構
21)

築して行く。

視点の重要性は、例えばMoby-Dick (1851)の42章"The Whiteness of

the Whale　とか、 The Scarlet Letter (1850)でポストソの夜空に赤い色が

走って描き出された文字の解釈とか、 The Turn of the Screw (1898)の舶霊

の正体とか存否の暖昧性などを思い浮かべるだけでも、すぐれた作家には意識

されていることが分かるo LかL FaulknerはそれをAbsalom, Absalom!

においてダイナミックに劇的に示した。一般に多角視点の使用によって作者が

目指すものは、できる限りものごとを多面的に捉えて真実の姿に迫る、その全

体的なヴィジョソの接待ということである。しかし、その作業は一方では、
22

`the quintessential cubist novel　　とも言うべきAs I Lay Dying (1930)

が典型的に示しているように、同じ一つのものごとでも、視点によって実にさ

まざまにその相貌が変わるということ、つまり、視点のあやふやさ、視点間の

違いとかずれを冒呈する結果にもなる。言い換えれば、人々が真実を捉えてい

ると思っている事象そのものが、実はとんでもない間違いで、虚像を実像だと

思い込んでいるだけではないかという深い疑いを読者に誘発し、一面を全体と

見間違うことの危険、恐さを自覚させる機能を、多角視点という手法は持って

いるように思われる。個々の視点が統合されて、本来ならより正確な像を結ぶ

ように意図されたはずのものが、実はそうではなく、逆に各視点のくい違いが

明るみになって、全体的なヴィジョソがかえって断片化してしまうという、こ

の全体と個のヴィ.ジコソの緊蛋した関係を、重層的に物語として展開したのが

このAbsalom, Absalom!である。

更に、この作品のゴシック的特質を考える際に注意しておかなくてはならな

いのは、 4人の語り手たちの語りの質である　Lundblad女史はゴシック小説
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の道具立ての一つに「原稿」を挙げているが、その説明として"The authors

of the novels of terror and wonder have a great predilection for the
23)

trick of telling a story at a second hand.　と言っている　Absalom,

Absalom!においてSutpenを直接見たことのある語り手はRosaだけで、

残りの3人は噂話とか又聞きとか憶測をもとに、自分たちの想像力でSutpen

一族の物語を再構築しているのである.従って彼らの語りは、 Sutpen一族に

関する事実の情報量が少なければ、それだけ想像力によりかかる比重は増えて

いく。しかも、そうした語り手が単一ではなく3人という複数になれば、いっ

そう想像力によって掘り起こされていく　Sutpen物語の割合は多くなる。そ

れ故に、この作品の物語の質は通常のノヴェルではなく、いわゆるロマソスの

方に近づいて行くことになる。というのは、 ScholesとKelloggが説くよう

に、 "As narrators are multiplied, evidence becomes hearsay, empiricism

becomes romance. The multiplication of narrators is characteristic of
:<)

modern fictions which lean toward romance‥‥"だからであるO　ここで

いうロマソスとは、 HawthorneがThe Scarlet Letter (1850)の冒頭に置い

た"The Custom-House　の中で、 `a neutral territory, somewhere

between the real world and fairyland, where the Actual and the
25)

Imaginary may meet　という慣域を舞台にする頬の小説のことである。つま

り、 Absalom, Absalom!のように、語り手の日常的な合理の尺度だけではつ

かみきれない要素をも取り込んでいる作品のことで、それ故に、それだけ謎解

きのような暗い陰の部分が脹らむことにもなる。

しかし、更にやっかいなことには、 Sutpenを現実に見た唯一の語り手

Rosaが、実はHawthorneのThe Blithedale Romance (1852)の語り手
26)

Miles Coverdaleと同じように、 "the unreliable eyewitness"であること

である。彼女はSutpen家の人々の近くにはいたが、姉のEllenよりは27才

も若く、規のHenry　よりは6才、姪のJudith　よりは4才若い.その上、

EllenがSutpenと結婚したのはRosaが生まれる7年前の1838年のことで、

Charles BonとJudithとの交際も十分見てはいなかったし、その交際の内実
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を理解できるほど十分な年齢には達していなかった。彼女もSutpen家にま

っわる主要な出来事の大半については、いわば又聞きとか憶測によって情報を

得ていたわけである。また彼女は、 Charles Bonに対しては敬愛のような感

情を、 Sutpenに対しては愛憎半ばした複雑な気持ちを抱いていた。このよう

な状況を考えれば、語り手としての彼女の信頼性も相当薄らいできて、目撃者

こそが真実をにぎっているという考えも、実に怪しい神話になってくる。それ
27)

故にこそ、 'the superiority of imaginative truth over empirical truth　と

いうことが、 Absalom, Absalom!の構成原理として強く働いてくるのである。

従って、語り手のそれぞれの想像力によって紡ぎ出される物語は、読者-の情

報提供という役目を担いながら、同時に作者が言うように、読者自身が想像力

を用いて語り手たちの物語構築作業に参加することによって、　his own

fourteenth image of that blackbird which I would like to think is the
2B)

truth　を生得する仕事を背負うように促すのである。だから読者は、語り手

から提供されるゴシ~.ック的なSutpen物語を、自己の内面で生きてみること

を余儀なくされることになる。この作品が、ただ単に恐怖を売り物にする構い

の煽情的なゴシック小説とは違った次元に引き上げられている理由も、まさに

この点にあると言わなければならない。

Absalom, Absalom!に関してもうーっ手法的に注目すべき点は、モダニズ

ム文学の特赦の一つとして、物語におけるクロノロジカルな時間の流れが解体

されていることである　Quentinが大学の寮でShreveと一緒にSutpen物

語を再構築して行く1910年1月と、 Sutpenが西ヴァージニアの山中に貧乏白

人の子として生まれた1807年との問の100年の歳月にわたって、物語は絶えず

現在と退去とを行ったり栗たりする。もちろん、例えば、 Hawthorneの

Tlte House of Die Set切i Gables (1851)においても、クロノロジカルな時間の

荘九は解体されてはいるが、 Absalom, Absalom!のように錯綜した形で頻繁

に退去と現在とを往役することはない。この手法はThe Soioid and the Fury

においても大胆な形で試みられたが、これによってFaulknerが目指してい

るのは、現在と退去との絶え間のない対比によって、全ての物を朽ちさせて行
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29

く時間の暴虐性と、過去がいつ何どき現在に顔をもたげて来て支配しかねない

という恐怖とを、読者の意識に刻みつけることである。このような時間の府食

作用をこうむって浮かび上がってくるSutpen一族の有為転変の姿を通して、

この作品のゴシック的情調の濃度は増して行くのである。 McCullersの中M The

Ballad of the Sad Cafe　(1943)も、副次的なモチーフとして、このような

時間の仮借のない冷酷性を、 Ameliaが孤絶の生活を亜いられた状況を通して

形象化した作品である。

Absalom, Absalom!のゴシック性の密度を主題の方面から高めているのは、

miscegenation (白人と異種族、特に黒人との結婚)という南部社会の禁忌

(タブー)を、作品の中心的テーマとして物語の展開の中に組み込んでいるこ
30

とである　Sutpenの最初の息子で黒人の血が混じっているBonから、自分

の妹Judithとの結婚を強行する意志を明白にされ、結局Henryは技を射殺

してその結婚を阻止してしまうが、 Quentinが父親のCompson氏の推測を

超えた次元で捉えたこの作品の核心的エピソードは、南部の白人がmiscegenation

に対して抱いている潜在的な恐怖をはっきり照らし出している。その恐怖を南

部奴隷制社会が内包する悪と罪に絡めて物語化したところに、この作品の深さ

がある。

更に指摘しておかなくてはならないのは、終末論的ヴィジョソ(apocalyptic
31

vision)の使用である。作品の結末で、 Sutpen一族の末喬で白痴o Jim

Bondが、同じく末苗のClytieによって放たれた火で燃えさかるSutpen屋

敷を背景に、わけの分からぬ怒号を発し続けている悪夢的な姿で描き出されて

いる。ここにおいて　Quentin　は、ちょうどThe Sound and the Furyの
32

Compson家の黒人召使Dilseyが、 "I ve seed de first en de last"と言っ

たように、まさにSutpen一族の「最初と最後を見た」という悲嘆にとらえ

られてしまっただろう。 "I am older at twenty than a lot of people who

have died　(p. 377)という彼の言葉は、二度と心の平穏を取り戻すことの

できない精神の境地に追い込まれた彼の苦渋を表わしている。最後の"the

scion, the last of his race　(p. 376)としてのJim Bondの光景は、世

き

そ

南

込

ラ

の

わ

72

形

が.
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界そのものが終末論的な崩壊と破滅に向って進んで行くのではないかという強

迫観念的なヴィジョソを、 Quentinに与えずにはおかなかったはずである。

The Sound and the Furyにおいて間もなく自殺する彼のことを考えてみれば、

彼はこの光景の中に因果応報的に崩壊して行く南部社会の未来を読み取ってし

まったに違いない。

の

つ

え

10

の

1e

世

このようなSutpen一族の崩壊の物語は、南部社会の悪とその呪いの縮図

として、因果応報的な宿命観をQuentinのみならず読者にも抱かさずにはお

かないだろう。読者の情動をそのように染めて、この作品のゴシック的雰囲気

の濃度を高めるために、作者はある巧妙な操作をしている。それは、 Lois

Zamoraが"her 〔Rosa's〕 cataclysmic vision dominates the novel　と

指摘しているように、作品の冒頭から醸し出されている"doom　(宿命)の

感覚である　RosaはSutpenのことを`ogre" (p. 13).とか"demon

(p. 13)と呼んでいるが、敢しい怨念のこもった彼女の語り口は、死んです

でに40年になるSutpenの姿を、聞き役のQuentin'の眼前にいっきに廷ら

せる。そして技女にとって過去は死者と共に記鮭に埋もれたものではなく、生

きた現在として生々しく狂女を支配しているということをはっきり伝えている。

それ故にQuentinは、先はど放れたように、 Rosaと同じ所に生まれ育った

両誌人の宿命として、役女から聞く　Sutpen物語の実像に迫る作業を背負い

込まざるを得なくなるのである。その上Lynn G. Levinsも指摘しているよ
34)

うに、この作品の物語は聖害の「サムエル記」の兄弟殺しとか、ギリシャ古典

の運命悲劇に呼応する構図になっている。特にCompson氏の語りの中に使

われる'Fate, destiny, retribution, irony the stage manager　(pp.

72-73)というイメージとか、 Judithの言葉として征が紹介している操り人
351

形のイメージ(p. 127)は、 Sutpenをはじめとして、彼に関わる全ての人物

が、拝が設置した舞台の上で操り人形の如く踊らされている光景を読者に連想
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させるように働いている。

このような方向に沿って先述のmiscegenationのエピソードを見てみると、

少し恐怖の質が変わってくるように思われる。即ち、 miscegenationに対する

Henryの恐怖を、我々が感情移入して味わう揮いの単なる恐怖というのとは

違って、彼が異母兄のn)nを射殺してまでも妹Judithとの結婚(miscegenation)

を阻止しな`ければならないと思い込ませた、南部社会の伝統的な白人侵超論的

価値観と、人間愛という本然的な感情を締め殺してでも、そうした伍値現に殉

ずる道を選ばずにはおれない南部の熱い暴力的な血-この二つの南部的な特

質から読者が感ずる恐怖である　Henryは妹と違って、どちらかと言うと按
36)

細で柔かい感じの青年として描かれているが、その彼が兄弟愛ではなく、社会

の因習的な規範を尊重するがた糾こ殺人者にならざるを得ないところに、南部

の精神風土に隠れているおぞましい暗い一面が、はっきりのぞいているように

思われる。

実際そのような一面は、 Satictuaryの中で、無実のLee Goodwinが身の

証しを拒否し、結局は火あぶりのT)ソチに会う挿話にも見て取れるし、 Light

in Augustの中で、 Joe Christmasの祖父のDoc Hines　とか養父のSimon

McEachernがChristmasに対して見せる宗教的狂信ぶりにも表われている。

彼らの狂信的な熱情は、 Tarwater老人が共有しているものであり、その宗教

的色彩を脱色すれば、 Rosaとか〝A Rose for Emily" (1930)のEmilyの

持っている情念の度合と同じものである。 "The Ballad of the Sad Cafe"

の冒頭で、 Ameliaが家に板を打ちつけてもらって閉鎖し、その中で幽閉生活
37)

を続けていることが簡潔に述べられているが、その静かな描かれ方とは裏腹に、

Ameliaの内面に蓄積されている情念の毒素は、質的にEmilyたちのものと

同じである　Other Voices, Other RoomsのRandolphの男色は、消極的な逆

方向での閉ざされた情念の表われ方だと言っていい。そのような彼らの情念は、

適切な水路を通って発散されるという形を取らずに、色濃く澱み、狂気じみた

いびつな方向に過度に充電されてしまっている。南部ゴシック小説が内包して

いる熱い暴力的な精神風土の土壌は、どうやらこのあたりにその源泉があるよ

f.

1.
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うに思われる。このような土壌では時間の流れがにぶり、空気もにごりがちに

なり、後ろ向きに生きる亡霊のような存在もたまりやすくなってくるのは必然

だろう。

こうした精神風土と表裏の関係にあるのが、 McCullersの説く「人間の生

命の安っぽさ」ということだと思う。彼女はその考えを"The Flowering

Dream　という創作ノートの中で、 `I wonder sometimes if what they

call the `Gothic school of Southern writing, in which the grotesque

is paralleled with the sublime, is not due largely to the cheapness of
38)

human life in the South.という形で述べているO本来ならかけがえのな

い生として意識されるべきはずのものが、日々の何の変哲もない無為の生活の

中で無のような存在になっているという、おぞましい戦僕を催すような人間の

存在状況が南部にはあるようである.これは、いわゆる壁のない牢獄と同じ状

況、言い換えれば、生がむき出しのまま自然に放り出されていて、死との境界

が極めて薄い状態である。このMcCullersの考え方は、現代におけるゴシッ

ク的なものは、恐怖の源泉を具象的な事物に求めなくても、.ほんの少し視点を

変えてみるだけで、人間が匿かれている状況が一変し、恐怖を誘うような不気

味な相貌を見せることがありうることを明言したものセあるo　ゴシック小説が、

煽情的なレヴェルを超えて現代において価値を持ちうるとすれば、恐らくこの

ような点にあるのではないだろうか。そしてまた、そのようなゴシック小説は、

日常性のヴェールで見えにくくなっている、我々の生きている現実の奇怪さを、

もっと深いところから問い直そうとする真撃な小説様式であるが故に、小説に

取り込む人間世界のリアリティーの預域を広く深くすることにも貢献している

のは間違いない。

※　本稿は、中・四国アメリカ文学会第18回大会(比治山女子短期大学、 1989

年6月25日)におけるシソポジウム「アメリカソ・ゴシックの変容」で発表

した原坑に、大幅な加筆I茅正を行なったものである。
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(8) Louis S. Gross, Redefining the American Gothic: From `Wieland

to "Day of the Dead" (Ann Arbor, Michigan: UMI Research

Press, 1989) , p. 58. Irving MalinのNew American Gothic (Carbondale

and Edwardsville: Southern Illinois University Press, 1962)も、 Haw-

thorne, Poe, Jamesは言うにおよはず、 Capote, McCullers, Flannery

OConnor等の南部作家には言及しているのに、不思議なことにFaulkner

についての言及はない。

(9) Elizabeth M. Kerr, William Faulkner 's Gothic Domain (Port

Washington, New York: Kennicat Press, 1979).

的　Lothar Honnighausen, William Faulkner: The Art of Stylization in

His Early Graphic and Literary lWork (New York: Cambridge University

Press, 1987), p. 2.

W Ibid.,p. 4.

的　斎藤勇監修、西川正身・平井正穂編集『英米文学辞典』第三版(研究社,
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1985), p. 428のIfin de si色cle」の項。ノートソ版英文学アソソロジーの

1890年代の概説(David Daichesが担当)は、 「世紀末」文学の特徴とし

て、 "a studied languor, a weary sophistication, a search for new

ways of titillating jaded palates　の3点を挙げている。また90年代の美

学が捉えていた芸術は、 "not only the embodiment of beauty but also

the search for new kinds of sensation and of emotional experience

を表わすものであった、と説明している(The Norton Anthology of English

Literature, ed. M. H. Abrams et al, revised ed. [New York: W.

W. Norton & Company, Inc., 1968〕 , II, 1387)。

的　『英米文学辞典』 p. 1311の「Symbolism」の項0

04 Ibid., p. 875の「Modernism」の項。モダニズム文学の定義は実にむず

かしい問題であるが、先述のノートソ版アソソロジ-の20世紀の概説

(David Daichesが担当)が、　New Method in Fiction　と題して、そ

の文学の特質を次のように簡潔に説明している(l)James Joyce　とか

Virginia Woolf ,を代表とする1912-1930年に活躍した作家たちは、万人が

共有できる日常経験の価値観が崩れ去ったという認識によって、自己の直観

とか感受性にもとづいた、もっと個人的な独自の価値観の世界を創造する必

要に迫られた。そこからJoyceのように、多数の視点を同時に併存させて、

作者はどの視点にもコミットせず、完全に中立、客観的であろうとする姿勢

が出てきた(2)時間は、クロノロジカルに流れていく一連の瞬間の積み重ね

ではなく、個々人の意諒の中での連綿とした流れとして捉えるべきだという、

新しい時間の見方が生まれた(3)従って、各人の多様な意識の層を探求し、

その生のままを伝えること、つまり「意識の流れの技法」 (the "stream-of-

consciousness technique)によって、人間存在を映し出す方法を作家は

選ぶようになった(The Norton Anthology of English Literature, II,

1379-1381.)c　以上が摂説の要約で、本稿における筆者もこの方向でモダニ

ズム文学を考えている。ちなみに、 Joyce研究者である大石俊一氏の啓発的

な著害F「モダニズム」文学と現代イギリス文化』 (渓水柾, 1979) 、とり
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わけその中の「補遺(1)くモダニズム〉の特教と位置づけの問題」 (pp.

245-272)が、モダニズム文学全般の特教とその出現の背景について考察し

ている。坂本公延氏の『とざされた対話-V.ウルフの文学とその周辺j

(桜楓社, 1969)の第三章「1920年代の小説論」 (pp. 303-364)も、 V.

ウルフを中心に小説論の系譜を包括的に僻放しながら、第一次大戦後に登場

した新しい型の小説の時代的背景とその意味を克明に論述していて、モダニ

ズム文学(この言葉そのものは使われていないが)の考察に多くの示攻を与

えてくれる。

色S Faulknerの伝記を書いている4人の研究者たち　Joseph Blotner,

David Minter, Stephen B. Oates, Frederick R. Karl -はいずれも、 77w

Creative Will: Studies in the Philosophy and the Synta∫ of Aesthetics

(1916)の著者で、 S. S. Van Dineというペソネームで探偵小説家とし

て知られていたWilliam Huntington Wrightの文学観に、習作時代の

Faulknerが影響を受けたことを記述している　Wrightの考えの要掛ま、

作品が与える"emotional intensity"と新しい形式を生み出そうとする作

家の側の"progressive innovations　を残調し(Blotner, Faulkner : A

Biography, 2 vols. 〔New York : Random House, 1974〕, I, P- 321),

"too much realism subverts the realistic mode" (Karl, William

Faulkner, American Writer CNew York : Weidenfeld & Nicholson,

1989〕, P. 177)と見なすところにある。この二つの特質がFaulkner文学

の顕著な特徴であることを考えれば、 Wrightの影響はやはり無視できない

だろう。

尽　Frederick L. Gwynn and Joseph L. Blotner, eds., Faulkner in the

University: Class Conferences at the University of Virginia 1957-1958 (New

York: Vintage Books, 1959), p. 79.

的　Robert K. Morris, "Interviews with William Styron," in The

Achievement of William Styron, ed. Robert K. Morris with Irving

Malin, revised ed. (Athens: The University of Georgia Press,
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Ⅴ

1981), p. 57.

的Joel少年のこの下降は作品の第2章冒頭に措かれている　Malinは新し

いアメリカのゴシック小説の中に、伝統的なゴシック小説の三つの道具立て

-the haunted castle, the voyage into the forest, and the reflection

と同じイメージの使用を見ているが(Malin, p.79) 、この作品もその典型

で、 Joelの下降を`the voyage　の範噂で捉えている(Ibid., p. 107)。

的　この悪魔のような声の主は、本文では`the stranger　とか"his

friend　という言葉で表わされているが、 Sister Kathleen Feeleyは、作

者の"devil　観をもとに「悪魔」と見ている(Flannery O'Connor: Voice of

the Peacock [New Brunswick, New Jersey: Rutgers University

Press, 1972〕, p. 165)。 Malinは少年の"rebellious double　という言葉

で捉えている(Malin, p. 148)。

¢9　William Faulkner, Absalom, Absalom! (New York: Random

House, 1936), p. 9.以下、この作品からの引用は全てこの版により、括

弧内にその真数を示す。

¢カ　フラソスのFaulkner研究家Francois L. Pitavyは、 `The Gothicism

of Absalom, Absalom! '蝣　Rosa Cold field Revisited　というす(・れた論文

の中で、この小説のゴシック性(Gothicism)が、 story　と　narration　と

narrative　という三層のレヴェルにおいて機能していることを、主として

Rosaという語り手に焦点を合わせて考察している(in `A Cosmos of My

Own": Faulkner am Yoknapatawplia 1980, ed. Doreen Fowler and Ann

J. Abadie 〔Jackson: University Press of Mississippi, 1981〕 pp.

1分-226.)。 (l)storyのレヴェルでは、この作品の主要場面が"night　とか"the

darkness of a shuttered house (p. 207)に設定されるという「夜行性」

(nocturnality, p. 208)を有し、それらが物理的、現実的レヴェルに留ま

らず、内面的なメタファーとして使われている。そしてこの作品のゴシック

性も、出来上がりの作品(product)というより、作り上げること(produc-

tion) 、つまりメタフイクショソ(metafiction, p. 209)的な小説創造の
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妥当性に関する問題から出てくる(2)na汀ationのレヴェルでは、ナレーショ

ソが行なわれる三つの場所　-Rosaの事務所、 Compson氏のヴェラソダ、

バーヴァード大学の寮の一室-が全て暗がりであるという類似性がある。

更に、 "the transcendence of the imagined over the actual" (p. 211)

という原則が、物語構築の語りを支配しているので、 storyよりは`the

narration is the event (p. 210)と言えるのである(3)narrativeのレヴニ

ルでは、劇的な意味でも象徴的にも`the closed door (p. 218)がモチー

フとなっており、 "the Prince of Darkness" (p. 220)である　Sutpen

は、 Rosaにとっては最初から`devil, demon, or fiend (p. 220)とし

て呪われた存在である。以上がPitavyの論旨だが、この作品のゴシック性

は、それ自体が目的ではなく、あくまでも小説の創造と_いう作業の妥当性を

問うための手段であり、小説のあらゆる局面を開拓していくための一つの

"tool (p. 225)に過ぎない、というのが彼の論の要蹄であるように思わ

れる。

的　Panthea Reid Broughton, `Faulkner's Cubist Novels," in `A

Cosmos of My Oi㈹ : Faidkner and Yoknapata蜘1980, p. 93.筆者

は、 Faulknerの実験的、革新的小説の本質を最も的確に表わす呼称として、

"cubist novels　という言葉を提唱している。

的　Lundblad, p. 81.

e Robert Scholes and Robert Kellogg, The Nature of Narrative (New

York: Oxford University Press, 1966) , p. 262.

的　Nathaniel Hawthorne, The Scarlet Letter, Centenary Edition (Columbas,

Ohio: Ohio State University Press, 1962), p. 36. Richard Chaseが

The American Novel and Its Tradition (New York: Doubleday Anchor

Books, 1957)において行なっている定義- `Being less committed to

the immediate rendition of reality than the novel, the romance will

more freely veer toward mythic, allegorical, and symbolistic forms.

(p. 13) -とも重なるものである。

50
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eS Scholes and Kellogg, p. 263.

的　Scholes and Kellogg, p. 263.注的の論文でPitavyも同様のことを言っ

ている。

的　Faulkner in the University , p. 274.

台9　Cleanth Brooks　も見ているように、 Father Timeの象徴的道具である

大鎌によって主人のSutpenを打ち倒したWash Jonesは、 `the figure

of Time with his scythe　の具現化と解釈していいだろう(William

Faulkner: The Yokna如tawpha Country 〔New Haven and London: Yale

University Press, 1963〕, p. 308)c　大橋健三郎氏もこのWashの大鎌を

「時」の象徴と捉えている(『フォークナ一研究2　1「物語」の解体と構築』

く全3巻) 〔南雲堂, 1979〕, p. 220)。ちなみにJ. E. Cirlot, A

Dictionary of Symbols, 2nd ed. (New York: Philosophical Library,

1971)においては、 "Scythe　は"An attribute of Saturn and, in

general, linked with allegories of death‥... (p. 281)と説明されてい

る　Saturnはもちろん時の象教である。

的　Kerrは、 `Prominent in, if not peculiar to, southern Gothic

fiction is the significance attached to miscegenation, the sexual

perversion which, in the South, is paradoxically the most prevalent

and the most abhorrent. (Kerr. p. 16)と述べて、南部社会における

miscegenationの特異性を鼓調している。但し、 Fiedlerによれば、 James

Fenimore CooperのThe Wept of Wish-tmi-Wish (1829)とかThe Last

of the Mohicans(1826)も、このmiscegenatimtの観点から読み直さなけれ

ばならないようである(Fiedler, l<p. 203-205)。 Mark TwainのPuddnhead

lI乍Jsmi (1894)も同じ鋭点から読めるゴシック的な作品であるが、この小説

をFiedlerは、 `his 〔Twains〕 specter is identical with Poes and

Don Benitos: `the negro　(Ibid., p. 403)と解釈しているo

Ol)この作品の終末論的なヴィジョソについては、 Lois Parkinson Zamora

がその歴史的文民を包括したす(・れた著書の中で、 Gabriel Garcia Marquez
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のOne Hundred Years of Solitude (1967)と比較しながら論じている(lVriting

the Apocalypse: Historical Vision in Contemporary U. S. and Latin

American Fiction 〔New York: Cambridge University Press, 1989〕,

pp. 32-45)。 Sanctuary (1930)の中でも、弁護士のHorace Benbowが

周囲の数々の不合理な倒錯現象に幻滅して陥る想念に、彼の破滅顧望によっ

て膨脹した終末論的なヴィジョソが使われている( 〔New York: Random

House, 1930〕, p. 215)。この点については、拙稿¥Sanctuary --Ordered

Chaosの世界』 ( 『英語学英文学研究』第29巻〔1985〕)を参照。

的　William Faulkner. The Sound and the Fury (New York: Random

House, 1929), p. 371.

的　Zamora. p. 36. Rosaは自分の混沌とした経験に意味と秩序を与えるた

めに、 "askingherselfl年功v and Why and WJiy　(p. 170)と43年間も自

問し続け、その結果彼女がつかまずにはおれなかったヴィジョソは、

"Fatality and curse on the South and on our family　(p. 21)とい

う抜け出しょうもない自縛的な暗いものであった。この"Fatality and

curse　と同額の語が、 Rosaの語りを中心に頻出する。

Lynn Gartrell Levins , Faulkners Heroic Design: The Yokna♪atawpha

Novels (Athens: The University of Georgia Press, 1976), p. 37.

Brooks, p. 307.

的　"The puppet image appealed so strongly to Faulkner because it

supported his fatalism…."とFrederick R. Karlも洞察しているよう

に(Karl, p. 163) 、この作品だけでなくFaulkperの措く人物には、操

り人形のイメージとか言葉で捉えられている者がかなりいる.田中敬子氏の

論文"Faun, Puppet and Pierrot: Some Basic Imagery in Faulkner

は更に広げて、 Faulkner文学における牧神と操り人形とピエロという三つ

の基本的なイメージの使われ方とその意味を考察したもの( 『アメリカ文学

研究』 25 〔1988〕, pp. 51-66)0

eQ　このことは例えば、作品の第-章末尾で、 Sutpenが厩で黒人相手に血を
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流しながら肉体的格闘をしている光景を、 Henry　は`screaming and

vomiting　(p. 29)しながら見ているのに対し、 Judithは二階から落ち

着いて見下ろしている場面からも、ある程度は推測できるだろう。

的Ihab HassanはこのAmeliaのゴシック的な孤独の生活ぶりに、 `the

feeling of mystery and dopm　を読み取っている　{Radical Innocence:

Studies in the Co〝temporary Anteγican Novel 〔Princeton , New Jersey:

Princeton University Press, 1961〕, p.224),そして彼はMcCullers

の`gothic imagination　の働きを、 "Yet being gothic, which is to

say Protestant for the gothic may be conceived as a latent

reaction to the Catholic hierachy under god being both Protestant

and gothic, her imagination derives its peculiar fore児from a transcendental

idea of spiritual loneliness. {Ibid., p. 207)と説明している。

的　Carson McCullers, The Mortgaged Heart (Penguin Books, 1975) , p.

287.この考えはThe Ballad of the Sad Cafe (Penguin Books, 1963),

p. 65.にも表明されている。
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The Gothic Novel in Southern Literature

Hisao TANAKA

Leslie Fiedler observes in his Love and Death in the American Novel-

"The final horrors, as modern society has come to realize, are

neither gods nor demons, but intimate aspects of our own minds." This

observation may be taken in a sense as true, for such modern novels

as Faulkner's Absalom, Absalom! or Capote's Other Voices, Other Rooms

bring about part of their Gothicism from the tendency to grope into

the mystery of the human mind, just like the Gothic tales of Hawthorne

orPoe.

Absalom, Absalom!, however, which is the main concern of this

paper, has different qualities from those of works of the 19th century,

because Faulkner, fully understanding the historical significance of the

radically innovative, artistic devices of modernism which flourished in

the 1920 's, experimentally put them into practice in his own novels

like The Sound and the Fury or As I Lay Dying. Absalom, Absalom! is

also such a novel. Thus, employing four narrators (namely, four

points of view, some of which are not wholly reliable) who try to

reconstruct the past shadowy story of the Sutpen family by their

imagination, this novel serves to produce and heighten, as Francois

Pitavy notes, Gothicism at three levels, "at the surface level of the

story, but more profoundly in the narration and in the narrative," especially

because the first narrator Miss Rosa 's emotionally surcharged narration

is intended to evoke a sense of doom.

Another modernistic quality of this novel is the disintegration of the
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chronological flow of time in the development of the story, through

which the reader, moving incessantly between the present and the

past, cannot but perceive the destructive, corrosive force of time

working in the story of the fall of the Sutpen family. These modernistic

devices, together with the use of the theme of miscegenation, a taboo

of Southern society, and the apocalyptic vision, help this novel go

beyond merely sensational Gothic novels.

Further, in considering the Gothic novel in the context of Southern

literature, we should pay attention to Carson McCullers' comment:

"I wonder sometimes, if what they call the 'Gothic' school of

Southern writing, in which the grotesque is paralleled with the

sublime, is not due largely to the cheapness of human life in the

South." For, the sense of "the cheapness of human life in the

South" seems to be closely related to the outburst of violence which

is described not only in Absalom, Absalom!, but other Southern

Gothic novels, the violence of the kind that stems from the Southern

milieu embodied in religious fanaticism, racial prejudices, or the

miserable condition of poor whites.




